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(57)【要約】
　薬物送達デバイス（６）用の固定手段（１）は、少な
くとも１つの薬物送達デバイス（６）を該固定手段（１
）に着脱可能に固定するための、少なくとも２つのクリ
ップエレメント（２）を含み、ここで、２つのクリップ
エレメント（２）の各々は、可撓性保持部材（３）を含
み、そしてここで、クリップエレメント（２）は、１つ
の可撓性保持部材（４）を互いに共有する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬物送達デバイス（６）用の固定手段（１）であって、
　ここで、固定手段（１）は、少なくとも１つの薬物送達デバイス（６）を該固定手段（
１）に着脱可能に固定するための、少なくとも２つのクリップエレメント（２）を含み、
ここで、２つのクリップエレメント（２）は各々、可撓性保持部材（３）を含み、そして
クリップエレメント（２）は１つの可撓性保持部材（４）を互いに共有する、上記固定手
段（１）。
【請求項２】
　クリップエレメント（２）が少なくとも１つの薬物送達デバイス（６）を包囲するよう
構成される、請求項１に記載の固定手段（１）。
【請求項３】
　保持部材（３、４）は、少なくとも１つの薬物送達デバイス（６）を、互いの間で広が
る保持空間内で受け、及び保持するように配置される、請求項１又は２に記載の固定手段
（１）。
【請求項４】
　クリップエレメント（２）の保持手段（３、４）は、デバイス（６）を固定手段（１）
内に導入する、又は固定手段（１）からデバイス（６）を取り外す間、少なくとも１つの
薬物送達デバイス（６）に対して半径方向外側に湾曲するように構成される、請求項１～
３のいずれか１項に記載の固定手段（１）。
【請求項５】
　保持手段（３、４）は、自由端（１６）を含み、ここで、保持手段（３、４）の自由端
（１６）間の距離は、薬物送達デバイス（６）の直径より小さい、請求項１～４のいずれ
か１項に記載の固定手段（１）。
【請求項６】
　２つのクリップエレメント（２）が異なった印を付けられる、請求項１～５のいずれか
１項に記載の固定手段（１）。
【請求項７】
　固定手段（１）は、固定手段（１）を携帯用ケース（７）に取り付けるための少なくと
も１つの取り付け手段（５）を含む、請求項１～６のいずれか１項に記載の固定手段（１
）。
【請求項８】
　取り付け手段（５）は、少なくとも１つの切り欠きを含む、請求項７記載の固定手段（
１）。
【請求項９】
　少なくとも１つの薬物送達デバイス（６、６ａ、６ｂ）がペン型薬物送達デバイスであ
る、請求項１～８のいずれか１項に記載の固定手段（１）。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の固定手段（１）に固定した薬物送達デバイス（６
、６ａ、６ｂ）を含む組立物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の固定手段（１）を含む携帯用ケース（７）であ
って、
　ここで、固定手段（１）が、携帯用ケース（７）に取り付けられ、そして携帯用ケース
（７）は、少なくとも１つの薬物送達デバイス（６）に関する情報を保持するため、及び
／又は該薬物送達デバイス（６）の使用者に関連する情報を保持するための保持手段（８
）を含む、上記携帯用ケース（７）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、薬物送達デバイス用の固定手段に関する。
【背景技術】
【０００２】
　薬物送達デバイスを使う患者は、しばしば、薬物、例えば、インスリンの用量を、該薬
物の適切な供給を保証するために、規則的に投与しなければならない。それ故、使用者は
、しばしば、上記薬物送達デバイスを薬物と一緒に運ばなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本開示の目的は、薬物送達デバイスの安全な貯蔵、及び／又は、安全な輸送を支援する
手段を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、独立クレームに記載の固定手段で達成できる。更なる特徴及び有利な実施
態様は従属クレームの主題である。
【０００５】
　一態様によると、薬物送達デバイス用の固定手段が提供される。固定手段は、少なくと
も１つの薬物送達デバイスを固定手段に対して着脱可能に再発させる（recur）ために、
少なくとも１つのクリップエレメントを含んでもよい。薬物送達デバイスを固定手段に対
して着脱可能に固定するために、クリップエレメントが適合され、配置されてもよい。
【０００６】
　薬物送達デバイスは、ペン型デバイス、例えば、ペン型注入器であってもよい。薬物送
達デバイスは薬物を含むカートリッジを含んでもよい。
【０００７】
　薬物の用量を送達したとき、使用者は薬物送達デバイスを固定手段に取り付けることが
でき、それにより、デバイスを固定手段の少なくとも１つのクリップエレメントにおいて
固定する。それ故、薬物送達デバイスは、固定手段に対して不注意な直線移動、及び／又
は、回転に抗して固定し得る。必要な場合、使用者はデバイスを迅速に固定手段から除去
し、そして、１つの（別の）薬物を投与し得る。
【０００８】
　好ましい実施態様において、クリップエレメントは少なくとも１つの薬物送達デバイス
を取り囲むよう構成されている。
【０００９】
　好ましくは、クリップエレメントは、薬物送達デバイスの外表面に最適に適合するよう
に構成される形状を含む。
【００１０】
　好ましい実施態様において、少なくとも１つのクリップエレメントは、保持部材間で広
がる保持空間内で少なくとも１つの薬物送達デバイスを受けるようにそして、保持するよ
うに配置される２つの保持部材を含む。それぞれの保持部材は自由端を含んでもよい。
【００１１】
　好ましくは、クリップエレメントは、デバイスの形状に適合し得る２つの保持部材を含
み、好ましくは、該デバイスを包囲し、それにより、確実に、薬物送達デバイスを固定手
段に固定する。
【００１２】
　好ましい実施態様によると、２つの保持部材の内少なくとも１つ、好ましくは、両者は
可撓性である。
【００１３】
　好ましくは、２つの保持部材は、固定手段にデバイスを固定し、及び固定手段からデバ
イスを解放にするのを支援するために可撓性材料で作られる。可撓性保持部材の可撓性材
料は、エラストマー又はいかなる他の可撓性材料であってもよく、好ましくは、薬物送達
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デバイスの（非）固定を支援する弾性的に変形が可能な材料であり得る。
【００１４】
　好ましい実施態様によると、２つの保持部材のうちの１つはが可撓性であり、他の保持
部材が剛性である。
【００１５】
　好ましくは、２つの保持部材のうちの１つが、他の（可撓性）保持部材より、より剛性
が高い。好ましくは、より剛性の高い保持部材は、容易に弾性的に変形しない材料でつく
られている。更に、又は代りに、より剛性の高い保持部材は、他の（可撓性の）保持部材
と比較して、広幅になり得る。
【００１６】
　更なる好ましい実施態様によると、少なくとも１つのクリップエレメントの少なくとも
１つの可撓性保持部材は、デバイスを固定手段内へ導入し又はデバイスを固定手段から取
り外す間、少なくとも１つの薬物送達デバイスに対して半径方向外側に湾曲する（bow）
ように構成される。
【００１７】
　薬物送達デバイスを固定し、又は解放する（unsecure）ときは、保持部材の自由端間の
距離は増加され得る。１つの保持部材又は両者の保持部材は、１つ又は両者の保持部材を
曲げることにより、他方のもう１つの保持部材に対して移動し得る。
【００１８】
　薬物送達デバイスを固定手段に固定し、又は固定手段から解放するとき、使用者がかけ
た力は、薬物送達デバイスを経由して少なくとも１つのクリップエレメントに移動される
。クリップエレメントの少なくとも１つの可撓性部材は、力がそれに移動されるとき、半
径方向外側に湾曲し得る。これは、固定手段からの容易で、迅速な解放、並びに、デバイ
スの固定手段への簡単で、確実な固定を保証するものである。好ましくは、一旦、薬物送
達デバイスが、自由端間の中間スペースを通してクリップエレメント内へ完全に誘導され
ると、少なくとも１つの可撓性保持部材は、出発位置内へ半径方向の内側に湾曲するよう
構成されている。従って、２つの保持部材はデバイスを包囲し、その結果、薬物送達デバ
イスは固定手段に固定し得る。
【００１９】
　好ましい実施態様において、保持部材は自由端を含み、そして、２つの保持部材の自由
端間の距離は、受け入れるべき、特に、２つの保持部材間で保持されるべき薬物送達デバ
イスの直径より小さい。
【００２０】
　この実施態様はクリップエレメントにおいてデバイスを確実に固定することを支援する
。一旦、デバイスがクリップエレメントに保持されると、少なくとも１つの可撓性の保持
部材は、半径方向の内側に湾曲する。保持部材は、好ましくは、その自由端で（のみ）薬
物送達デバイスに接触する。従って、保持部材は薬物送達デバイスを包囲し、そしてデバ
イスを固定手段に固定する。
【００２１】
　別の好ましい実施態様によると、固定手段は少なくとも２つのクリップエレメントを含
む。
【００２２】
　２つの薬物送達デバイスを固定手段に固定することを可能にするために、その結果、そ
れらを、互いに、そして固定手段に対して不用意な移動、並びに、振動又は薬物送達デバ
イスに損害を与えるかも知れないその他の影響から保護するために、該固定手段は、好ま
しくは、２つのクリップを含む。好ましくは、２つのクリップエレメントは、互いに、（
しっかりと）接続されている。２つのクリップエレメントは、単一に形成されてもよい。
２つより多くの薬物送達デバイスを、固定手段に固定するために、固定手段は、好ましく
は互いに（しっかりと）接続されている３つ以上のクリップエレメントを含んでもよい。
【００２３】
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　別の好ましい実施態様において、２つのクリップエレメントの各々は、１つの可撓性部
材を含み、そして、クリップエレメントは、互いに、１つの可撓性、又は、剛性の保持部
材を共有する。これは、２つの薬物送達デバイス用固定手段のコンパクトな実施態様を支
援する。
【００２４】
　別の好ましい実施態様において、２つのクリップエレメントは、異なった印を付けられ
ている。
【００２５】
　２つの異なった薬物送達デバイス、例えば、長時間作用型、又は短時間作用型インスリ
ンなどの異なった薬物を含むデバイスは、固定手段に対して固定され得る。デバイスは、
例えば、異なったデザインの外観などでは容易に認識できないかもしれない。従って、２
つのクリップエレメントを異なったデザインにすることは有用であり得る。これは、２つ
の異なった薬物送達デバイスを互いにより容易に識別するために、そして、どちらの薬物
送達デバイスがどちらの薬物を含んでいるかの困惑を防ぐために役立ち得る。
【００２６】
　好ましい実施態様によると、２つのクリップエレメントは、異なった色で印付けされて
いる。
【００２７】
　好ましくは、２つのクリップエレメントは、固定手段に対して固定された２つの異なっ
た薬物送達デバイス間を識別するため異なった色を有する。従って、使用者は、薬物送達
デバイスを互いに、容易に識別することができ、そして、重大で、及び致命的な結果をも
たらすかもしれない困惑が防止されるであろう。
【００２８】
　好ましい実施態様によると、固定手段は、固定手段を携帯用ケースに取り付けるための
少なくとも１つの取り付け手段を含む。
【００２９】
　好ましくは、固定手段は、固定手段の携帯用ケースへの容易な固定を可能にする、少な
くとも１つのエレメントを含む。携帯用ケースは、薬物送達デバイスの追加の保護、とり
わけ、環境の影響からの保護を提供しうる。
【００３０】
　好ましい実施態様によると、取り付け手段は少なくとも１つの切り欠きを含む。
【００３１】
　好ましい実施態様によると、固定手段は携帯用ケース内に接着されるよう構成されてい
る。
【００３２】
　これは、固定手段を携帯用ケースに取り付けるための費用効率のよい方法を提供する。
【００３３】
　別の好ましい実施態様によると、少なくとも１つの薬物送達デバイスは、ペン型薬物送
達デバイスである。
【００３４】
　１つの実施態様において、固定手段に固定された薬物送達デバイスを含む組立品が提供
される。
【００３５】
　好ましい実施態様によると、固定手段が携帯用ケースに取り付けられた携帯用ケースが
提供される。携帯用ケースは、好ましくは、少なくとも１つの薬物送達デバイスに関する
情報を保持するため、及び／又は、該薬物送達デバイスの使用者に関連する情報を保持す
るための保持手段を含む。
【００３６】
　好ましくは、固定手段は、固定手段を保護し得て、その結果、環境の影響から該固定手
段に固定されたデバイスを保護し得る、携帯用ケースに固定される。好ましくは、携帯用
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ケースは、薬物送達デバイスを保護するために、例えば、ジッパーにより閉鎖可能である
。保持手段で保持される情報は、使用者が、（それぞれの）薬物用量の投与されるべき間
隔を決定するのに役立ち得る。更に、又は代りに、保持された情報は、携帯用ケースが失
われた場合、携帯用ケースの所有者を特定するのに役立ち得る。好ましい実施態様による
と、保持手段は剛性の箱を含む。別の好ましい実施態様によると、保持手段はポケットを
含む。
【００３７】
　好ましい実施態様によると、少なくとも１つの薬物送達デバイスを固定手段に対して着
脱可能に固定するために、少なくとも１つのクリップエレメントを含む薬物送達デバイス
用の固定手段が提供される。
【００３８】
　好ましい実施態様によると、少なくとも１つの薬物送達デバイスを前記固定手段に対し
て、着脱可能に固定するために少なくとも２つのクリップエレメントを含む薬物送達デバ
イス用の固定手段が提供される。２つのクリップエレメントの各々は、可撓性の保持部材
を含む。クリップエレメントは、互いに、１つの可撓性保持部材を共有する。
【００３９】
　少なくとも１つのクリップエレメントにより、薬物送達デバイスは、固定手段に対して
意図しない移動に抗して固定し得る。固定手段からのデバイスの滑り、その結果のデバイ
スの損傷は、この方式で保護し得る。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　更なる特徴及び改良は、添付図面と関連させて例示的な実施態様の以下の説明より明白
になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】断面図に基づいて第一実施態様に記載の概略の固定手段を示す。
【図２】断面図に基づいて第二実施態様に記載の概略の固定手段を示す。
【図３】第三実施態様に記載の固定手段上への概略の斜位図を示す。
【図４】斜位部分図に基づいて図２の固定手段を含む携帯用ケースの概略の実施態様を示
す。
【図５】断面図に基づいて前述の実施態様のいずれかに記載の固定手段に固定し得る薬物
送達デバイスの概略の実施態様を示す。
【００４２】
　同種のエレメントと同様に、同様に作用するエレメントは、図において同一の参照数字
で提供される。
【００４３】
　図１はクリップエレメント２を含む固定手段１を概略的に示す。クリップエレメント２
は、２つの保持手段３、４を含む。それぞれの保持手段３、４又は両者の保持手段３、４
は、可撓性のフィンガであってもよい。保持部材３、４は、膨らみ（bulge）１０を各々
含む自由端１６を含む。固定手段１は、更に、取り付け手段５を含む。クリップエレメン
ト２は、クリップエレメント２の底部に位置付けされる軸受面９を含む。
【００４４】
　固定手段１は、少なくとも１つの薬物送達デバイス（図１では示されていないが）を固
定手段１に着脱可能に固定するクリップエレメント２を含む。この目的のために、クリッ
プエレメント２は、薬物送達デバイス用の保持空間の範囲を定める２つの保持手段３、４
を含んでもよい。保持空間は、２つの保持部材３、４の中間に位置する。保持部材３、４
は、一旦、デバイスが保持空間に導入されると、特に、クリップエレメント２の軸受面上
にのしかかる（bear on）と、薬物送達デバイス（詳細は図２参照）を包囲し得る。薬物
送達デバイスの固定手段１からの摺動、及び／又は、薬物送達デバイスの固定手段１に対
して不用意な移動は、このようにして阻止し得る。
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【００４５】
　１つの保持部材又は両者の保持部材３、４は、可撓性保持部材３、４であってもよい。
それ故、１つの保持部材又は両者の保持部材３、４は、可撓性材料、例えば、薬物送達デ
バイスを固定手段１に固定し、又は固定手段１から該デバイスを解放するとき弾性的に変
形することができる、プラスチック材料、エラストマー、又は熱可塑性プラスチックで作
られてもよい。しかし、１つ又は両者の保持部材３、４は、また、力がそれらに伝達され
たとき、かなり弾性的に変形することができる、いかなるその他の可撓性材料でつくられ
てもよい。更に、又は代りに、１つの保持部材３、４は、他の保持部材４又は３より剛性
があってもよい。更に、又は代りに、１つの保持部材３、４は、薬物送達デバイスを固定
手段１に固定し、又は固定手段１から該デバイスを解放するとき、容易に弾性変形可能で
はない材料で作られてもよい。該材料としては、例えば、剛性プラスチックであってもよ
い。更に、又は代りに、１つの（より剛性のある）保持部材３、４は、該保持部材３、４
を、他の保持部材４、３より剛性を高くする他の保持部材４、３と比較して、特に、２つ
の保持部材３、４が同じ材料で作られるときに、広幅になるかもしれない。
【００４６】
　以下においては、両者の保持部材３、４は、可撓性保持部材３、４である。この実施態
様において、２つの保持部材３、４は、それらの自由端１６で膨らみ１０を備えている。
膨らみ１０は、半径方向の内側に突出している。それぞれの膨らみ１０は、例えば、図２
で示す通り、一旦、デバイスが軸受面９上に位置すると、薬物送達デバイスに隣接しても
よい。可撓性保持部材３、４の自由端１６間の距離は、そこに置かれている、又は２つの
保持部材３、４の間に置かれている薬物送達デバイスの直径より小さい。これは、デバイ
スの固定手段１に対する固定の保存（save fixation）を支援する。
【００４７】
　２つの保持部材３、４は、互いの間で薬物送達デバイスを受け取り、そして、該デバイ
スに対する可撓性の実施態様の故に適合する。それにより、薬物送達デバイスの外部は、
保持部材３、４の自由端１６（また、図２参照）、特に、保持部材３、４の自由端１６で
の膨らみ１０と隣接する。従って、デバイスは固定手段１に安全に固定され、そして、例
えば、該デバイスの輸送中での損傷は阻止することができる。
【００４８】
　使用者は、デバイスをクリップエレメント２に固定するとき、デバイスを保持部材３、
４の自由端１６上に置く。それにより、使用者は、クリップエレメント２の軸受面９に向
けられる力に影響を与える。その結果、２つの可撓性保持部材３、４は、薬物送達デバイ
スに対して半径方向外側に湾曲する。デバイスは、その後、更に、軸受面９の方向に移動
する。一旦、デバイスが軸受面９上に位置すると、可撓性保持部材３、４は、薬物送達デ
バイスに対して半径方向の内側にたわみ、好ましくは、可撓性保持部材３、４が薬物送達
デバイスがクリップエレメント２に置かれる前に有していた可撓性保持部材３、４の出発
位置へ戻る。可撓性保持部材３、４の可撓性実施態様の故に、デバイスは、容易に固定手
段１から離脱することができ、そして、使用者が過剰な力を適用する必要なしに、容易に
該固定手段１に固定することができる。
【００４９】
　一旦デバイスが固定手段１に固定されると、該固定手段１は、該固定手段１に対して薬
物送達デバイスの直線移動、及び／又は、回転を阻止する。これは、薬物送達デバイスの
安全な保存、及び／又は、安全な輸送を支援する。使用者が、日中数回の規則的な間隔で
用量を投与するために、薬物送達デバイスを自身と一緒に運ばざるを得ないかもしれない
ので、特に後者は、しばしば、好ましいかもしれない。
【００５０】
　固定手段１は、更に、装着デバイス５、例えば、１つ又はそれ以上の切り欠きを含む。
この実施態様において、２つの切り欠きは、固定手段１で、横方向に配置されている。取
り付け手段５によって、固定手段１は携帯用ケース（図１では示されていないが）に固定
し得て、それは、薬物送達デバイスの、環境の影響からの、振動からの、又は薬物送達デ
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バイスを損傷するかもしれないその他の影響からの追加の保護を提供し得る。従って、又
は代りに、固定手段１は、携帯用ケースに接着できる。あるいは、又は、更に、固定手段
１は、固定手段１の外端に沿って、即ち、クリップエレメント２の外側に沿って（円周状
に）走る（run）ねじ溝（図１では明確に示されていないが）を含んでもよい。好ましく
は、ねじ溝は、固定手段１の端部近くに配置される。固定手段１は、既に前述した携帯用
ケースをそのねじ溝内に縫合してもよい。あるいは又は更に、固定手段１は、マジックテ
ープでの連結により携帯用ケースを固定してもよい。
【００５１】
　好ましくは、固定手段１は、例えば、プラスチック又はゴムから成形し得る。それによ
り、固定手段１は、一体的に成形し得て、特に、統一して成形し得る。
【００５２】
　図２は、断面図に基づいて第二実施態様に記載の固定手段１を概略的に示す。
【００５３】
　固定手段１は、２つのクリップエレメント２ａ、２ｂを含む。２つのクリップエレメン
ト２ａ、２ｂは、各々、保持部材３（即ち、３ａ及び３ｂ）及び４を含む。図２は、更に
、２つの薬物送達デバイス６ａ、６ｂを示す。
【００５４】
　図１と関連して既に説明した通り、固定手段１は、例えば、プラスチック又はゴムで成
形してもよい。固定手段１は一体的に成形してもよい。
【００５５】
　２つのクリップエレメント２ａ、２ｂは、２つの薬物送達デバイス６ａ、６ｂを固定手
段１に着脱可能に固定する。この目的のために、各々のクリップエレメント２ａ、２ｂは
、２つの保持部材３ａ、３ｂ及び４を含み、２つのクリップエレメント２ａ、２ｂと共に
、１つの保持部材４を互いに共有する。それ故、固定手段１のコンパクトな実施態様が支
援される。
【００５６】
　２つのクリップエレメント２ａ、２ｂは、対称的であってもよく、又は異なったサイズ
を含んでもよい。１つの薬物送達デバイス６ａ、６ｂは、１つのクリップエレメント２ａ
、２ｂに割り当てられ、即ち、１つのクリップエレメント２ａ、２ｂの軸受面９ａ、９ｂ
上の保持空間に置かれる。保持空間は２つの保持部材３ａ、３ｂ及び４によって包囲され
る。２つのクリップエレメント２ａ、２ｂの保持空間は、共有保持部材４により互いに分
離される。共有保持部材４は保持部材３ａ、３ｂと比較して広幅になるかもしれない。共
有保持部材４は、自由端１６の各々の側で、膨らみ１０ａ、１０ｂを含む。保持部材３ａ
、３ｂは、その自由端１６ａ、１６ｂで１つの膨らみ１０ａ、１０ｂを含み、ここで、膨
らみ１０ａ、１０ｂは半径方向の内側に突出している。
【００５７】
　２つのクリップエレメント２ａ、２ｂは共有保持部材４に対して対称的であってもよい
。あるいは、特に、２つの薬物送達デバイス６ａ、６ｂが異なった形状を含む場合、２つ
のクリップエレメント２ａ、２ｂは異なったサイズを含んでもよい。特に、２つのクリッ
プエレメント２ａ、２ｂが異なったサイズの保持空間を、保持部材３ａ、３ｂ及び４の間
で画成してもよい。保持部材３ａ、３ｂ、４が異なった形状であってもよい。例えば、保
持部材３ａ、３ｂ及び４は、異なったサイズの膨らみ１０、１０ａ、１０ｂを、その自由
端１６、１６ａ、１６ｂで含んでもよい。
【００５８】
　２つのクリップエレメント２ａ、２ｂの保持部材３ａ、３ｂ及び４は、可撓性材料、例
えば、熱可塑性プラスチックで作られてもよく、それ故、薬物送達デバイス６ａ、６ｂが
固定手段１に固定されるか、又は、固定手段１から解放されるとき（固定手段１に固定さ
れるか、又は固定手段１から解放されるとき、薬物送達デバイス６ａ、６ｂの移動が矢印
の「上下」で提示される）、右を指し示す矢印で示される通り、半径方向外側に湾曲する
。あるいは、２つの保持部材３ａ、３ｂのみが可撓性材料で作られてもよい。共有保持部
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材４は、好ましくは、２つの保持部材３ａ、３ｂより広幅であり、それ故、保持部材３ａ
、３ｂより可撓性が小さいかもしれない。更に、又は代りに、共有保持部材４は剛性材料
で作られてもよい。それ故、保持部材４は、可撓性のない、又は剛性の保持部材であって
もよい。以下の通り、２つの保持部材３ａ、３ｂは可撓性保持部材であってもよく、そし
て、共有保持部材４は、剛性保持部材であってもよい。
【００５９】
　一旦、薬物送達デバイス６ａ、６ｂが、左を指し示す矢印で示される通り、自由端１６
ａ、１６ｂ及び１６の間の保持空間を通じて、クリップエレメント２ａ、２ｂ内へ誘導さ
ると、可撓性保持部材３ａ、３ｂは、半径方向の内側に出発位置に戻って湾曲する。
【００６０】
　薬物送達デバイス６ａ、６ｂは、ペン型注入器であってもよく、好ましくは、再使用可
能な注入器又は使い捨ての事前充填注入器であってもよい。薬物送達デバイス６ａ、６ｂ
は、薬物の固定用量又は変動（好ましくは、使用者が設定可能な）用量を投与するために
提供し得る。
【００６１】
　２つのクリップエレメント２ａ、２ｂは、異なった印を付けられている。例えば、２つ
のクリップエレメント２ａ、２ｂは、異なった薬物送達デバイス６ａ、６ｂを固定手段１
に固定するために異なった色（図２で示されていない）を含んでもよい。異なった色は、
２つの異なった薬物送達デバイス６ａ、６ｂ間の、とりわけ、デバイス６ａ、６ｂが、同
じ色、及び／又は、サイズであるが、異なった薬物を含む場合、使用者が識別するのを容
易にする。特に、しばしば強度の弱視を病む糖尿病患者にとって、クリップエレメント２
ａ、２ｂの異なった色は、２つの異なった薬物送達デバイス６ａ、６ｂの混乱を防ぎ得て
、その結果、使用者にとって、もちろん、致命的な結果をもたらすかもしれない、間違っ
た薬物の用量を投与することを防ぎ得る。
【００６２】
　クリップエレメント２ａ、２ｂは、触覚標示（marking）、及び／又は、視覚標示（例
えば、色）により互いに識別し得る。クリップエレメント２ａ、２ｂは、例えば、異なっ
た形状若しくはサイズ、又は異なって構成された表面構造、例えば、ねじ溝若しくはノブ
（図３におけるノブ１１参照）、又は２つの異なった薬物送達デバイス６ａ、６ｂの間の
識別を支援し得るその他の特徴を含み得る。薬物送達デバイス６ａ、６ｂが固定されたと
き、及びデバイス６ａ、６ｂがクリップエレメント２ａ、２ｂに保存されないとき、それ
ぞれのクリップエレメント２ａ、２ｂの標示は、視認できるべきである。
【００６３】
　あるいは、２つより多くの薬物送達デバイス１を固定手段１に固定するために、固定手
段１は、３つ以上の多くのクリップエレメント２を含んでもよい。
【００６４】
　図２には示されていないが、固定手段１は、再び、固定手段１を携帯用ケースに固定す
るために取り付け手段５を含んでもよい（図１及び図４参照）。
【００６５】
　図３は、第三の実施態様に記載の固定手段１の概略の斜め図を示す。
【００６６】
　図３は２つのクリップエレメント２ａ、２ｂを含む固定手段１を表す。クリップエレメ
ント２ａ、２ｂは、保持部材３ａ、３ｂ及び４を含む。図３は、また、クリップエレメン
ト２ａ、２ｂの軸受面９ａ、９ｂ、並びに、上述した通り、標示として役立つ１つのクリ
ップエレメント２ｂのノブ１１示す。
【００６７】
　固定手段１及びクリップエレメント２ａ、２ｂは、図１及び図２と関連して前述したの
と同じ特徴を含んでもよい。クリップエレメント２ａ、２ｂは、再び、２つの保持部材３
ａ、３ｂ及び４を各々、保持部材４を共有する２つのクリップエレメント２ａ、２ｂと一
緒に含む。それにより、一実施態様において、保持部材３ａ、３ｂ及び４は、再び、可撓
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性材料で作られてもよい。別の実施態様において、保持部材３ａ、３ｂのみが可撓性材料
で作られ、共有の、特に、広幅の保持部材４は、保持部材３ａ、３ｂより可撓性が低下し
てもよい。共有保持部材４は、力がそれにかけられたとき、容易に弾性変形しない剛性材
料で作られてもよい。
【００６８】
　２つの薬物送達デバイス６ａ、６ｂは、保持部材３ａ、３ｂ及び４の間で着脱可能に固
定することができる。クリップエレメント２ａ、２ｂにより保持された薬物送達デバイス
６ａ、６ｂ（図３では示されていないが）の間を識別するために、クリップエレメント２
ａ、２ｂの外部保持部材３ａ、３ｂは、異なった色を含んでもよい。特に、２つのクリッ
プエレメント２ａ、２ｂで共有される保持部材４は、専用の色を含む必要はない。
【００６９】
　この実施態様において、２つのクリップエレメント２ａ、２ｂは、固定手段１に固定す
るべき２つの異なった薬物送達デバイス６ａ、６ｂ（図３では示されていないが）を説明
する（account for）ため、異なったサイズを含む。加えて、２つのクリップエレメント
２ａ、２ｂは、異なった色は別として、クリップエレメント２ａ、２ｂの保持部材３ａ、
３ｂ及び４no間で受け取るべき２つの薬物送達デバイス６ａ、６ｂの差別化を支援するた
めに、１つのクリップエレメント２ｂの表面上のノブ１１で示された異なった印を付けた
表面を、再度、含んでもよい。
【００７０】
　保持部材３ａ、３ｂ及び４は、伸びた形状を有してもよく、それにより、伸ばされた保
持空間を画成する。従って、保持部材３ａ、３ｂ及び４に対して薬物送達デバイス６ａ、
６ｂの回転移動は、より容易に阻止し得る。
【００７１】
　図４は、斜めの部分図に基づいて図２の固定手段を含む携帯用ケースの実施態様を概略
的に示す。
【００７２】
　図４は２つのクリップエレメント２ａ、２ｂを有する図２の固定手段１を表す。また、
図４は、携帯用ケース７及び保持手段８を示す。携帯用ケース７は、カバー１２、円周方
向壁１３、底部１４、及びジッパー１５並びにゴムバンド１７を含む。
【００７３】
　固定手段１の保護を提供するために、及び、とりわけ、薬物送達デバイス６ａ、６ｂの
振動及び環境影響からの追加の保護を提供するために、固定手段１は、図１と関連して既
に説明した通り、取り付け手段５により携帯用ケース７に固定され得る。
【００７４】
　携帯用ケース７は、頑丈な、撥水性材料で作られ得る。好ましくは、携帯用ケースは閉
鎖可能である。携帯用ケース７を閉鎖するために、それは、図４で示す通り、ジッパー１
５、又は、１つ以上のスナップファスナーを供し得る。
【００７５】
　この実施態様において、携帯用ケース７はカバー１２及び底部１４を含む。底部１４は
円周状の壁１３により取り囲まれる。固定手段１が携帯用ケース７、即ち、好ましくは、
携帯用ケース７の底部１４上に取り付けられるとき、使用者は、カバー１２が壁１３に隣
接するまで、カバー１２を底部１４に向かって移動させ得る。それ故、使用者は携帯用ケ
ース７を閉鎖し得て、特に、カバー１２を、例えば、ジッパー１５を経て底部１４に固定
し得る。
【００７６】
　固定手段１は、前記携帯用ケース７の内側に接着され得る。従って、又は代りに、固定
手段１は、固定手段１をはめ込み係合手段、例えば、携帯用ケース７の突起部（図４では
示されていないが）に固定するために、取り付け手段５、例えば、切り欠きを含んでもよ
い。あるいは、又は、更に、固定手段１は、図１の記述と関連して述べた通り、携帯用ケ
ース７に縫合され得る。あるいは、又は、更に、固定手段１は、マジックテープの連結（
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velcro connection）により携帯用ケース８に固定され得る。
【００７７】
　１つ以上の薬物送達デバイス６ａ、６ｂを固定手段１に固定した後、使用者は携帯用ケ
ースを、ジッパー１５、及び／又は、スナップファスナによりロックすることができ、そ
の結果、薬物送達デバイス６ａ、６ｂを保護し、そして、薬物送達デバイス６ａ、６ｂの
容易で安全な保存、及び／又は、輸送を引き起こす。
【００７８】
　携帯用ケース７は、この実施態様において、カバー１２の内側で保持手段８を含み、そ
れは固定手段１に固定された薬物送達デバイス６ａ、６ｂに関する情報を保持するように
構成されている。保持された情報は、例えば、薬物の正しい用量、及び／又は、投与すべ
き用量の間隔を決めのに、使用者を助け得る。従って、又は代りに、保持された情報は、
使用者関連の情報、例えば、使用者が携帯用ケース７を失った場合、携帯用ケース７、そ
してその結果、薬物送達デバイスが使用者に返還することができるように、使用者の名前
、及び／又は、住所であってよい。保持手段８は、追加の、及び／又は、代替のカートリ
ッジの輸送のために構成され得る。
【００７９】
　保持手段８は、携帯用ケース内の、携帯用ケース７と同じ材料で作られた、ポケットで
あってもよい。従って、又は代りに、保持部材８が情報を保持しているかどうか、及び、
どのような情報が保持されてているかを、使用者が一度にみることができるように、保持
手段８は、透明な材料、例えば、プラスチックで作られてもよい。好ましくは、ポケット
は、内側に、即ち、携帯用ケース７の、カバー１２の内側、又は、底部１４に接着される
か、又は縫合される。従って、又は代りに、保持部材８は、好ましくは、内側に、即ち、
携帯用ケース７の、カバー１２の内側、又は、底部１４に接着される、剛性の箱を含んで
もよい。従って、又は代りに、保持部材８は、メッシュポケット（図４では示されていな
いが）を含んでもよく、それは、保持手段８に保持されている情報又はエレメントを上記
保持手段８から滑り出すのを（slide out）阻止するするために、ジッパー１５により閉
鎖可能である。
【００８０】
　また、ゴムバンド１７は、携帯用ケース７のカバー１２の内側に配置され得る。該ゴム
バンド１７は、携帯用ケース７のカバー１２の主要部分の縦軸に対して横方向に伸ばし得
て、そして、例えば、薬物送達デバイス１に関する更なる情報を保持するように構成し得
る。ゴムバンド１７は、代替の針、及び／又は、代替のカートリッジを保持するように構
成され得る。
【００８１】
　図５は、断面図に基づいて前述のいずれかの実施態様に記載の固定手段に固定し得る薬
物送達デバイスの実施態様を概略的に示す。
【００８２】
　図５はハウジング１８及びカートリッジ１９を含む薬物送達デバイス６を示す。カート
リッジは、薬物、例えば、ヘパリン、インスリン、短時間作用型又は長時間作用型インス
リン、又は成長ホルモンを保持する。本明細書で使用する用語「薬剤」は、好ましくは、
少なくとも１つの薬学的に活性な化合物を含む医薬製剤を意味し、ここで、一実施態様に
おいて、薬学的に活性な化合物は、最大で１５００Ｄａまでの分子量を有し、及び／又は
、ペプチド、蛋白質、多糖類、ワクチン、ＤＮＡ、ＲＮＡ、抗体、酵素、抗体、ホルモン
若しくはオリゴヌクレオチド、又は上述の薬学的に活性な化合物の混合物である。
【００８３】
　更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網膜症など
の糖尿病関連の合併症、深部静脈又は肺血栓塞栓症などの血栓塞栓症、急性冠症候群（Ａ
ＣＳ）、狭心症、心筋梗塞、がん、黄斑変性症、炎症、枯草熱、アテローム性動脈硬化症
、及び／又は関節リウマチの処置、及び／又は予防に有用である。
【００８４】
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　更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網膜症など
の糖尿病に関連する合併症の処置、及び／又は予防のための、少なくとも１つのペプチド
を含む。
【００８５】
　更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、少なくとも１つのヒトインスリン
、又はヒトインスリン類似体若しくは誘導体、グルカゴン様ペプチド（ＧＬＰ－１）、又
はその類似体若しくは誘導体、又はエキセジン－３又はエキセジン－４、若しくはエキセ
ジン－３又はエキセジン－４の類似体若しくは誘導体を含む。
【００８６】
　インスリン類似体は、例えば、Ｇｌｙ（Ａ２１）、Ａｒｇ（Ｂ３１）、Ａｒｇ（Ｂ３２
）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ３）、Ｇｌｕ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ２８
）、Ｐｒｏ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ａｓｐ（Ｂ２８）ヒトインスリン；位置Ｂ２８に
おけるプロリンが、Ａｓｐ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｖａｌ又はＡｌａで置き換えられ、そして
位置Ｂ２９において、Ｌｙｓが、Ｐｒｏで置き換えられていてもよいヒトインスリン；Ａ
ｌａ（Ｂ２６）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２８－Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ
２７）ヒトインスリン、及びＤｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリンである。
【００８７】
　インスリン誘導体は、例えばＢ２９－Ｎ－ミリストイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトインス
リン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－ミリ
ストイルヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－ミ
リストイルＬｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－パルミトイル－Ｌｙ
ｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－ミリストイル－ＴｈｒＢ２９Ｌｙｓ
Ｂ３０ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－パルミトイル－ＴｈｒＢ２９ＬｙｓＢ３０ヒトイン
スリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－パルミトイル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－リトコリル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトイ
ンスリン、及びＢ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）ヒトインスリンである
。
【００８８】
　エキセンジン－４は、例えばエキセンジン－４（１－３９）、配列Ｈ－Ｈｉｓ－Ｇｌｙ
－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｔｈｒ－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ
－Ｇｌｎ－Ｍｅｔ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ａｌａ－Ｖａｌ－Ａｒｇ－Ｌｅｕ－Ｐｈｅ
－Ｉｌｅ－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ
－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－ＮＨ2のペプチドを意味
する。
【００８９】
　エキセンジン－４誘導体は、例えば以下のリストの化合物：
Ｈ－（Ｌｙｓ）４－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９）
－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９）
－ＮＨ2、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９
）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－
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４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセン
ジン－４（１－３９）；又は
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９）
、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）、
ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）、
　ここで、基－Ｌｙｓ６－ＮＨ2は、エキセンジン－４誘導体のＣ－末端と結合してもよ
く；
【００９０】
　又は以下の配列のエキセンジン－４誘導体；
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－Ｌ
ｙｓ６－ＮＨ2、
ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジン－４（１－３９）
－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１
－３９）－ＮＨ2、
Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エ
キセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９
）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセン
ジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］
エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2、
Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５］エ
キセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２
）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓ　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２
）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－
４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2、
ｄｅｓＭｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８　エキセン
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ジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａ
ｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）
１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセン
ジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａ
ｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５，ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）
１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－Ｌｙｓ６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，　Ａｓｐ２
８］エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2、
Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒ
ｐ（Ｏ２）２５］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓ　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）
１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔ
ｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（Ｓ１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ

2、
Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）
１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６
－ＮＨ2；
又は前述のエキセンジン－４誘導体のいずれか１つの薬学的に許容される塩若しくは溶媒
和物；
から選択される。
【００９１】
　ホルモンは、例えば、ゴナドトロピン（ホリトロピン、ルトロピン、コリオンゴナドト
ロピン、メノトロピン）、ソマトロピン（ソマトロピン）、デスモプレッシン、テルリプ
レッシン、ゴナドレリン、トリプトレリン、ロイプロレリン、ブセレリン、ナファレリン
、ゴセレリンなどの、Rote Liste、２００８年版、５０章に表示されているような脳下垂
体ホルモン又は視床下部ホルモン又は調節活性ペプチド及びそれらのアンタゴニストであ
る。
【００９２】
　多糖類としては、例えば、ヒアルロン酸、ヘパリン、低分子量ヘパリン、又は超低分子
量ヘパリン、若しくはそれらの誘導体などのグルコアミノグリカン、又は上述の多糖類の
硫酸化された、例えば、多硫酸化形態、及び／又は、薬学的に許容可能なそれらの塩があ
る。ポリ硫酸化低分子量ヘパリンの薬学的に許容される塩の例としては、エノキサパリン
ナトリウムがある。
【００９３】
　薬学的に許容される塩は、例えば、酸付加塩及び塩基塩がある。酸付加塩としては、例
えば、ＨＣｌ又はＨＢｒ塩がある。塩基塩は、例えばアルカリ又はアルカリ土類金属、例
えばＮａ+、又は、Ｋ+、又は、Ｃａ2+から選択されるカチオン、又はアンモニウムイオン
Ｎ+（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）を有する塩であり、ここで、Ｒ１～Ｒ４は互いに
独立に、水素；場合により置換されたＣ１－Ｃ６アルキル基；場合により置換されたＣ２
－Ｃ６アルケニル基；場合により置換されたＣ６－Ｃ１０アリール基、又は場合により置
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換されたＣ６－Ｃ１０ヘテロアリール基である。薬学的に許容される塩の更なる例は、“
Remington's Pharmaceutical Sciences”17編、Alfonso R.Gennaro（編集），Mark Publi
shing社，Easton, Pa., U.S.A.,1985 及び Encyclopedia of Pharmaceutical Technology
に記載されている。
【００９４】
　薬学的に許容可能な溶媒和物は、例えば、水和物である。
【００９５】
　薬物送達デバイス６は、更に、投与部材２１、プランジャ２２及びプランジャシール２
３を含む。デバイス６は遠位端及び近位端を有する。遠位端は、矢印２４で示され、それ
は、薬物送達デバイス６の投与端に最も近い薬物送達デバイスの端部を参照する。近位端
は、デバイス６の投与端から最も離れた端部を参照する矢印２５で示される。
【００９６】
　薬物送達デバイス６はペン型デバイスであり、特に、ペン型注入器である。デバイス６
は使い捨て、又は、再使用可能なデバイスであってもよく、そして、固定用量の薬物２０
、又は変更可能な、好ましくは、使用者が設定可能な用量の薬物２０を投与するように構
成され得る。
【００９７】
　薬物送達デバイス６は、更に、薬物送達デバイス６の遠位端でニードルアセンブリ（図
５には示されていないが）を含んでもよく、ここで、アセンブリは、針、及び、用量を送
達中、針押さえ（needle retainer）に対して針の移動を阻止する針押さえを含み得る。
あるいは、薬物送達デバイス６は、針なしデバイスであってもよい。
【００９８】
　薬物送達デバイス６は、固定手段１の上記の実施態様の１つに従って、デバイス６を固
定手段１に確実に固定することを支援する細長い形状を含む。
【００９９】
　その他の実施態様（implementations）は、以下のクレームの範囲内にある。異なった
実施態様のエレメントは、本明細書に具体的に記載されていない実施態様を形成するため
に組み合わしてもよい。
【０１００】
参照数字
１．固定手段
２．クリップエレメント
２ａ．クリップエレメント
２ｂ．クリップエレメント
３．保持部材
３ａ．保持部材
３ｂ．保持部材
４．保持部材
５．取り付け手段
６．薬物送達デバイス
６ａ．薬物送達デバイス
６ｂ．薬物送達デバイス
７．携帯用ケース
８．保持手段
９．軸受面
１０．膨らみ
１０ａ．膨らみ
１０ｂ．膨らみ
１１．ノブ
１２．カバー
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１３．壁
１４．底部
１５．ジッパー
１６．自由端
１６ａ．自由端
１６ｂ．自由端
１７．ゴムバンド
１８．ハウジング
１９．カートリッジ
２０．薬物
２１．投与部材
２２．プランジャ
２３．プランジャシール
２４．遠位端
２５．近位端

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【国際調査報告】
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